
 

 

 

 

 

 

 ２学年特編授業内で、ＮＰＯ法人ママのはたらき方応援隊の皆さんの協力を得て「赤ちゃん講座」

を行いました。卒業まで残すところ１年になった２年生へのキャリア教育の一環として実施した講

座です。赤ちゃんとのふれあいや育児体験、子育て真っ最中のお母さんのお話を通して「命の大切

さ」や「はたらき方」について考える機会になりました。 

受講した生徒の感想文の一部を以下に紹介します。 

 

・僕らが抱っこするとすぐに泣いてしまい、他人が赤ちゃんに安心してもらうというのは難しいも

のと感じた。 

・出産前の職場での大変さを聞き、周りからのサポートの大切さや男性の家庭内での役割の大きさ

を感じた。 

・自分が抱っこしたときの上手にできず、すごく緊張した。最後は泣かずに手を握ってくれてかわ

いかった。 

・いざ服を着替えさせてあげるとなるとこうも大変なのかと驚きました。 

・とにかく動き回り目が離せない。１才半くらいで体重もあって抱っこしたまま動くのはとても大

変でできないな。 

・男性の育児休暇の取得率が上がっているとはいえ、主の女性が担うという考え方が根底にあるの

が今の現実なのかとも思う。 

 

 

 

 

 

 

長野県大町岳陽高等学校     学校歳時記 

平成 31年３月 14日（木） 

２学年 赤ちゃん講座 


